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小
澤
理
事
長
談
話　

府
議
会
採
決
に
強
く
抗
議

　

テ
ニ
ス
の
大

坂
な
お
み
選
手

が
ツ
ア
ー
大
会

の
準
決
勝
を
ボ

イ
コ
ッ
ト
す
る
と
の
報
道
が

駆
け
巡
っ
た
。
黒
人
差
別
に

抗
議
し
て
の
こ
と
だ
。

　

違
和
感
を
覚
え
た
の
は
、

彼
女
の
「
一
人
の
黒
人
女
性

と
し
て
」
と
い
う
言
葉
だ
。

日
本
と
米
国
の
「
ハ
ー
フ
」

と
し
て
捉
え
て
い
た
が
、
異

人
種
間
の
子
で
も
米
国
で
は

「
黒
人
」
と
な
る
よ
う
だ
。

そ
う
す
る
と
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

の
八
村
塁
選
手
も
、
イ
ギ
リ

ス
王
室
に
嫁
い
だ
メ
ー
ガ
ン

妃
も
黒
人
と
い
う
こ
と
か
。

　

大
坂
選
手
は
大
阪
生
ま
れ

で
も
、
米
国
育
ち
だ
。
差
別

を
嫌
と
い
う
ほ
ど
経
験
し
て

い
る
か
ら
こ
そ
の
行
動
だ
ろ

う
。
黒
人
青
年
は
「
パ
ー
カ

ー
の
フ
ー
ド
は
か
ぶ
ら
な

い
」「
買
わ
な
い
も
の
を
触

ら
な
い
」
な
ど
身
を
守
る
た

め
の
ル
ー
ル
を
母
親
か
ら
教

え
ら
れ
た
と
い
う
。
差
別
や

偏
見
は
米
国
社
会
に
根
強
く

残
る
。

　

我
わ
れ
医
療
者
は
ど
の
よ

う
な
人
種
・
国
籍
の
方
が
来

院
し
て
も
平
等
で
最
善
の
治

療
を
す
る
。
そ
れ
も
自
然

に
。
人
間
の
尊
厳
を
守
る
―

―
。
当
た
り
前
の
価
値
観
が

共
有
さ
れ
る
世
界
に
な
ら
な

い
も
の
か
。 

（
Ｔ
）

所
得
と
生
活
習
慣
は
連
動

PPEを希望者に配布

コ
ロ
ナ
禍
の
住
民
投
票
中
止
を

「大阪都構想」

　

８
月
17
日
に
政
府
か
ら
発
表

さ
れ
た
４
〜
６
月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
、
年
率
換
算
で
27
・
８
％
減

と
戦
後
最
悪
の
下
落
を
記
録

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
日
本
経
済

に
与
え
た
影
響
を
改
め
て
認
識

し
た
。

　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
半
分
以
上
を
占
め

る
の
が
個
人
消
費
だ
が
、
コ
ロ

ナ
関
連
に
よ
る
休
業
、失
業
、業

績
不
振
等
で
大
き
く
落
ち
込
ん

だ
。
今
日
の
日
本
社
会
で
は
、

否
応
な
く
労
働
等
に
よ
る
収
入

・
所
得
に
よ
り
生
活
の
水
準
が

　

大
阪
市
を
廃
止
し
て
４
つ

の
特
別
区
に
分
割
す
る
「
大

阪
都
構
想
」
の
協
定
書
が
大

阪
府
議
会
で
８
月
28
日
、
維

新
、
公
明
、
自
民
の
一
部
な

ど
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
た
。

吉
村
洋
文
知
事
は
11
月
１
日

の
住
民
投
票
実
施
を
表
明
し

て
い
る
。
府
の
持
て
る
力
を

総
動
員
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な

い
な
か
、
採
決
を
強
行
し
た

こ
と
に
強
く
抗
議
す
る
と
と

も
に
、
た
だ
ち
に
住
民
投
票

を
中
止
す
る
よ
う
求
め
る
。

後
回
し

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
収
束
が
見
通
せ
な
い

今
、
第
２
波
、
第
３
波
に
立

ち
向
か
う
た
め
に
保
健
所
機

能
の
強
化
や
医
療
体
制
の
抜

本
的
拡
充
、
悪
化
す
る
府
民

生
活
へ
の
直
接
的
支
援
な

ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
政
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

ま
ま
住
民
投
票
を
強
行
す
れ

ば
、
莫
大
な
予
算
や
人
員
、

貴
重
な
時
間
が
「
都
構
想
」

に
費
消
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
住
民
の
命
と
健
康
、
生

活
を
後
回
し
に
す
る
こ
と
は

到
底
許
さ
れ
な
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
は
維
新
政
治
の

深
刻
な
〝
病
〞
を
浮
き
彫
り

に
し
た
。
府
民
を
守
る
た
め

に
自
治
体
と
し
て
の
役
割
が

問
わ
れ
る
な
か
、
不
十
分
す

ぎ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数
や
「
大

阪
モ
デ
ル
」
の
恣
意
的
な
変

更
、
中
小
業
者
へ
の
貧
弱
な

支
援
な
ど
、
戦
後
最
悪
の
危

機
に
も
か
か
わ
ら
ず
府
民
軽

視
の
対
応
に
終
始
し
て
い

る
。

危
機
的

　

医
療
現
場
で
は
患
者
の
減

少
や
感
染
対
策
費
用
の
増
加

な
ど
で
経
営
難
が
深
刻
化
し

て
い
る
が
、
府
の
支
援
は
極

め
て
乏
し
い
。
吉
村
知
事
は

医
療
従
事
者
を
支
援
す
る
ど

こ
ろ
か
、
医
薬
品
審
査
の
手

続
き
を
無
視
し
た
「
ワ
ク
チ

ン
治
験
開
始
」
発
言
や
「
イ

ソ
ジ
ン
」
発
言
で
混
乱
を
引

き
起
こ
す
な
ど
、
行
政
の
責

任
が
強
く
問
わ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
さ
ら
に
感
染
が
拡

大
す
れ
ば
生
活
や
医
療
は
立

ち
行
か
な
く
な
る
。
コ
ロ
ナ

禍
で
あ
っ
て
も
懸
命
に
口
腔

衛
生
に
取
り
組
む
歯
科
医
療

現
場
は
、
も
は
や
危
機
的
状

況
だ
。「
都
構
想
」
よ
り
も

目
の
前
の
府
民
の
命
と
健

康
、
地
域
の
医
療
提
供
体
制

を
守
る
た
め
に
、
府
は
全
力

を
挙
げ
る
べ
き
だ
。

撤
回
を

　

府
議
会
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
税
収
減
や
支
出
増
の
財

政
影
響
さ
え
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
反
映
す
る
こ
と
な

く
、
採
決
が
強
行
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
住
民
説
明
会
は

大
幅
に
縮
小
さ
れ
、
低
投
票

率
が
想
定
さ
れ
る
な
か
で
大

阪
市
民
を
二
分
す
る
「
都
構

想
」
の
住
民
投
票
を
実
施
す

る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。

　

府
は
住
民
投
票
を
即
刻
中

止
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
全
力

を
注
ぐ
べ
き
だ
。
協
会
は
、

「『
都
構
想
』
よ
り
コ
ロ
ナ

対
策
」
を
願
う
広
範
な
府
民

と
連
携
し
、
住
民
投
票
の
中

止
、「
都
構
想
」
の
撤
回
を

求
め
て
運
動
を
強
め
て
い
く

決
意
を
表
明
す
る
。

　協会は、府の委託を受けて▽アイ
ソレーションガウン▽フェイスシー
ルド▽グローブ――の配布に協力し
ています。PPE（個人防護具）が不
足している歯科医療機関で、配布を
希望する方は協会（Tel06-6568-
7731）までお問い合わせください。
　受け渡しは、当会事務所にお越し
いただくか、郵送（送料１千円）で
の対応となります。数には限りがあ
りますのでご了承ください。

注
１
の
届
出
に
必
要
な
研
修

の
猶
予
措
置
③
歯
管
の
初
診

月
の
１
０
０
分
の
80
へ
の
減

算
の
不
合
理
是
正
④
歯
周
病

重
症
化
予
防
治
療
（
Ｐ
重

防
）
の
混
乱
の
早
期
収
拾
と

歯
周
病
に
関
す
る
継
続
管
理

を
簡
素
に
整
理
・
再
編
す
る

こ
と
―
―
な
ど
、
合
わ
せ
て

12
項
目
を
要
望
し
た
。（
詳

報
次
号
）

控
え
な
ど
を
定
め
た
厚
生
労

働
省
事
務
連
絡
（
４
月
６
日

付
）
の
撤
回
と
是
正
③
医
療

機
関
の
減
収
補
填
と
し
て
の

診
療
報
酬
の
概
算
払
い
―
―

を
求
め
た
。

　

ま
た
、
歯
科
診
療
報
酬
の

不
合
理
是
正
で
は
、
①
実
勢

価
格
を
反
映
し
て
い
な
い
金

パ
ラ
随
時
改
定
の
ル
ー
ル
の

抜
本
的
な
見
直
し
②
歯
初
診

　

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は

８
月
27
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
に

関
す
る
要
望
お
よ
び
歯
科
診

療
報
酬
の
不
合
理
是
正
を
求

め
厚
労
省
要
請
に
取
り
組
ん

だ
。
大
阪
歯
科
協
会
か
ら
は

吉
田
裕
志
副
理
事
長
、
平
尾

清
司
社
保
研
究
部
長
が
出

席
。
厚
労
省
か
ら
は
医
政

局
、
保
険
局
の
各
担
当
課
か

ら
７
人
が
応
対
し
た
。
懇
談

は
倉
林
明
子
参
議
院
議
員
の

仲
介
で
実
施
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
要

望
で
は
①
医
療
従
事
者
へ
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
無
償
で
定
期

的
に
実
施
す
る
こ
と
②
「
不

要
不
急
」
の
歯
科
治
療
の
手

だ
。
興
味
深
い
の
は
、
１
日
の

平
均
歩
数
。
一
般
的
に
は
、
比

較
的
安
定
し
た
職
業
に
就
き
デ

ス
ク
ワ
ー
ク
を
し
て
い
る
方
が

所
得
が
高
く
、
現
場
で
働
く
こ

と
が
多
い
方
が
所
得
が
低
い
と

決
定
付
ら
れ
る
。
当
然
、
所
得

が
減
じ
れ
ば
、
生
活
水
準
を
も

下
方
修
正
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

低
所
得
ほ
ど

健
康
維
持
が
難
し
い

　

今
年
１
月
に
発
表
さ
れ
た
２

０
１
８
年
版
国
民
健
康
・
栄
養

調
査
（
表
）
は
、
所
得
と
生
活

習
慣
、
健
康
維
持
等
が
密
接
に

関
わ
っ
て
い
る
事
実
を
示
し

た
。
つ
ま
り
、
所
得
が
低
い
ほ

ど
、
健
康
維
持
や
生
活
習
慣
の

意
識
・
行
動
変
容
が
難
し
い
こ

と
を
如
実
に
語
っ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。
野

菜
の
摂
取
量
は
、
所
得
が
高
く

な
る
に
従
っ
て
多
く
な
り
、
そ

の
傾
向
は
男
性
の
方
が
顕
著

思
わ
れ
る
。
当
然
デ
ス
ク
ワ
ー

ク
を
中
心
と
す
る
方
の
職
場
で

の
歩
数
は
少
な
い
と
考
え
ら

れ
、
所
得
が
高
く
な
る
ほ
ど
平

均
歩
数
は
下
が
る
と
思
わ
れ
が

ち
だ
。
実
は
、
所
得
が
高
い
こ

と
に
よ
っ
て
、
健
康
に
関
す
る

意
識
も
高
く
な
り
、
敢
え
て
電

車
の
一
つ
前
の
駅
で
降
り
て
歩

い
た
り
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を

使
用
せ
ず
階
段
を
昇
降
す
る
な

ど
行
動
変
容
に
務
め
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。

　

喫
煙
に
関
し
て
も
、
極
め
て

所
得
と
連
動
し
て
い
る
こ
と
が

見
て
取
れ
る
。
特
に
女
性
で

は
、
所
得
２
０
０
万
円
未
満
と

６
０
０
万
円
以
上
で
は
、
喫
煙

率
が
半
減
し
て
い
る
。
こ
れ
も

高
所
得
が
健
康
意
識
の
醸
成
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

健
康
診
断
も
所
得
と
の
関
連

性
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
雇
用

主
は
、
被
用
者
に
対
し
て
定
期

健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
法
定
さ
れ
て
い
る

が
、
一
部
の
非
正
規
労
働
者
は

そ
の
対
象
か
ら
外
れ
る
場
合
が

あ
る
。
男
女
と
も
、
所
得
２
０

０
万
円
未
満
で
は
、
健
康
診
断

未
受
診
割
合
が
４
割
を
超
え
て

い
る
。
低
所
得
の
方
に
「
非
正

規
労
働
者
」
が
多
い
こ
と
を
表

し
て
い
る
。
又
、
歯
の
本
数
も

所
得
に
連
動
し
て
い
る
の
が
分

か
る
。

　

や
は
り
、
健
康
は
、
本
人
が

置
か
れ
て
い
る
社
会
的
立
場
、

職
業
、
所
得
と
密
接
に
関
わ

り
、
個
人
責
任
で
は
解
決
で
き

な
い
問
題
だ
と
い
う
こ
と
が
理

解
で
き
る
。

　

次
号
か
ら
３
回
に
渡
り
、
医

療
保
険
に
お
け
る
「
一
部
負

担
」
の
歴
史
的
流
れ
を
追
う
。

 

（
つ
づ
く
）

拠拠根根のの一部負担金 ②
医医療保険における療保険における

立教大学教授
芝田英昭

表　所得と生活習慣に関する状況（20歳以上）

項　目 200万円
未満

200万円以上
400万円未満

400万円以上
600万円未満

600万円
以上

野菜摂取量の
平均値（1日）

男 253.9g 271.2g 301.2g 296.6g
女 266.6g 264.4g 283.7g 278.5g

1日の
平均歩数

男 5,327歩 6,751歩 7,243歩 7,015歩
女 5,685歩 5,897歩 5,779歩 6,373歩

習慣的
喫煙者の割合

男 34.3％ 32.9％ 29.4％ 27.3％
女 13.7％ 9.6％ 6.6％ 6.5％

健康診断
未受診者の
割合

男 40.7％ 29.8％ 19.2％ 16.7％

女 41.1％ 34.2％ 36.8％ 26.1%
歯の本数
20本未満の者
の割合

男 30.2％ 24.0％ 21.3％ 18.9％

女 29.8％ 22.2％ 16.6％ 21.6％

出典： 厚生労働省健康局健康課『平成30年（2018年）国民健康・栄養調
査結果の概要』2020年1月14日、p6より筆者作成。

コ
ロ
ナ
で
戦
後
最
悪
の

経
済
状
況

　

大
阪
府
議
会
で
「
大
阪
都
構
想
」
の
協
定
書
が
８
月
28

日
に
可
決
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
小
澤
力
理
事
長
は
採
決

に
抗
議
す
る
談
話
を
同
日
発
表
し
た
。全
文
は
次
の
通
り
。

保団連近畿ブロック

コロナ・診療報酬で要請
厚労省に減収補填など求める

　保険請求のご相談や年金・休
業保障制度のお問い合わせは直
通番号をご利用ください。
社保研究部  06-6568-7467
共　済　部  06-6568-7438

協会直通番号のご案内


